



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 1回（197（.6） 屋 良 朝 苗（革新）
第 （回（1976.6） 平 良 幸 市（革新）
第 （回（1978.1（） 西 銘 順 治（保守）
第 （回（198（.11） 西 銘 順 治（保守）
第 5回（1986.11） 西 銘 順 治（保守）
第 6回（1990.11） 大 田 昌 秀（革新）
第 7回（199（.11） 大 田 昌 秀（革新）
第 8回（1998.11） 稲 嶺 惠 一（保守）
第 9回（（00（.11） 稲 嶺 惠 一（保守）
第10回（（006.11） 仲井眞弘多（保守）
第11回（（010.11） 仲井眞弘多（保守）
第1（回（（01（.11） 翁 長 志 雄（保守＋革新）
表 （　沖縄県議会議員選挙
第 1回（197（.6） 自民 （0、社大 11、人民 6、社会 （、公明 1、無所属 （
第 （回（1976.6） 自民 19、社大 10、社会 5、共産 （、公明 （、無所属 6
第 （回（1980.6） 自民 （0、社大 8、社会 6、共産 （、公明 （、民社 1、無所属 6
第 （回（198（.6） 自民 （0、社大 8、社会 5、共産 （、公明 （、無所属 7
第 5回（1988.6） 自民 19、社大 6、共産 6、社会 （、公明 （、民社 1、無所属 8
第 6回（199（.6） 自民 17、社大 7、社会 5、共産 （、公明 （、無所属 1（
第 7 回（1996.6） 自民 1（、社大 6、新進 6、社民 5、共産 （、公明 （、無所属 1（
第 8 回（（000.6） 自民 15、社大 （、共産 （、公明 （、新進 （、社民 1、無所属 18
第 9 回（（00（.6） 自民 11、社大 （、社民 （、共産 （、公明 （、結 1、無所属 （（
第10回（（008.6）
自民 16、社民 5、共産 5、民主 （、公明 （、結 （、社大 （、そう 1、
無所属 9
第11回（（01（.6）
自民 1（、社民 6、共産 5、公明 （、社大 （、結 （、民主 1、そう 1、
国新 1、無所属 1（



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































稲 嶺 一 郎（保守）
第 9回（1971.6） 稲 嶺 一 郎（保守）
第10回（197（.7） 喜屋武真栄（革新）
第11回（1977.7） 稲 嶺 一 郎（保守）
第1（回（1980.6） 喜屋武真栄（革新）
補欠選挙（198（.11） 大 城 眞 順（保守）
第1（回（198（.6） 喜屋武真栄（革新）
第1（回（1986.7） 大 城 眞 順（保守）
第15回（1989.7） 喜屋武真栄（革新）
第16回（199（.7） 島 袋 宗 康（革新）
第17回（1995.7） 照 屋 寛 徳（革新）
第18回（1998.7） 島 袋 宗 康（革新）
第19回（（001.7） 西銘順志郎（保守）
第（0回（（00（.7） 糸 数 慶 子（革新）
補欠選挙（（007.（） 島尻安伊子（保守）
第（1回（（007.7） 糸 数 慶 子（革新）
第（（回（（010.7） 島尻安伊子（保守）
第（（回（（01（.7） 糸 数 慶 子（革新）























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 1回（195（.（） 社大 15、人民 1、無所属 15
第 （ 回（195（.（） 社大 1（、民主 11、人民 （、無所属 （
第 （回（1956.（） 民主 16、社大 8、人民 1、無所属 （
第 （回（1958.（） 社大 9、民主 7、民連 5、無所属 8
第 5回（1960.11） 自民 （（、社大 5、人民 1、無所属 1
第 6回（196（.11） 自民 17、社大 7、人民 1、社会 1、無所属 （
第 7回（1965.11） 民主 19、社大 7、社会 （、人民 1、無所属 （
第 8回（1968.11） 自民 17、社大 8、人民 （、社会 （、無所属 （
法
学
志
林
　
第
一
一
五
巻
　
第
一
・
二
号
合
併
号
五
四
二
、
沖
縄
保
守
勢
力
に
つ
い
て
（
1
）
琉
球
民
主
党
　
初
代
行
政
主
席
の
比
嘉
秀
平
を
党
首
と
す
る
琉
球
民
主
党
が
一
九
五
二
年
八
月
に
結
成
さ
れ
た
こ
と
は
、
先
に
み
た
通
り
で
あ
る
。
同
党
は
自
由
主
義
と
共
産
主
義
が
対
立
す
る
米
ソ
冷
戦
の
国
際
情
勢
を
強
調
し
た
上
で
、
み
ず
か
ら
は
「
自
由
民
主
主
義
」
に
則
っ
て
「
庶
政
の
刷
新
を
期
す
る
」
政
党
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る）（（
（
。
当
時
勢
力
を
二
分
し
て
い
た
社
大
党
が
と
り
た
て
米
ソ
冷
戦
の
論
理
を
持
ち
出
さ
な
か
っ
た
こ
と
と
は
対
照
的
に
、
民
主
党
は
み
ず
か
ら
の
存
在
を
正
当
化
す
る
た
め
に
冷
戦
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
民
主
党
が
結
成
さ
れ
る
お
よ
そ
半
年
前
、
す
な
わ
ち
同
年
三
月
二
日
に
第
一
回
立
法
院
選
挙
が
行
わ
れ
る
が
、
そ
の
結
果
は
社
大
一
五
、
無
所
属
一
五
、
人
民
一
で
あ
っ
た
。
こ
の
無
所
属
議
員
一
五
名
と
社
大
党
を
脱
党
し
た
四
名
の
立
法
院
議
員
が
民
主
党
結
成
に
参
画
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
立
法
院
で
の
議
席
数
は
民
主
一
九
、
社
大
一
一
、
人
民
一
と
な
っ
て
民
主
優
位
と
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
に
行
な
わ
れ
た
二
度
に
わ
た
る
補
欠
選
挙
で
民
主
党
は
連
敗
し
一
七
議
席
へ
と
落
ち
込
み
、
し
か
も
一
九
五
三
年
一
二
月
に
奄
美
群
島
が
日
本
に
返
還
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
奄
美
群
島
選
出
の
立
法
院
議
員
七
名
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
民
主
党
と
社
大
党
は
議
席
数
で
拮
抗
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
翌
一
九
五
四
年
三
月
に
行
な
わ
れ
た
第
二
回
立
法
院
選
挙
で
は
、
社
大
党
が
一
二
議
席
を
獲
得
し
て
第
一
党
の
座
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。
任
命
主
席
を
み
ず
か
ら
の
党
首
と
し
、
米
軍
権
力
を
後
ろ
盾
に
し
て
い
た
と
は
い
え
、
民
主
党
の
権
力
基
盤
は
盤
石
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
沖
縄
政
治
に
お
け
る
「
保
守
」
と
「
革
新
」（
平
良
）
五
五
　
こ
の
状
況
に
危
機
感
を
い
だ
い
た
民
主
党
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
米
軍
側
と
協
力
し
、
社
大
党
や
人
民
党
に
「
反
米
」
や
「
容
共
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
る
こ
と
に
よ
っ
て
み
ず
か
ら
の
正
当
性
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
。
選
挙
後
に
米
軍
に
送
っ
た
書
簡
で
同
党
は
、
み
ず
か
ら
が
「
軍
の
犬
と
い
う
悪
宣
伝
の
た
め
」
に
「
近
い
将
来
に
於
い
て
衰
亡
す
る
の
で
は
な
い
か
と
憂
慮
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
、「
反
米
容
共
者
」
の
社
大
党
と
「
共
産
主
義
者
」
の
人
民
党
に
対
し
て
対
策
を
と
る
よ
う
要
望
す
る）（（
（
。
こ
れ
に
歩
調
を
合
わ
せ
た
米
軍
は
、
同
年
五
月
、
「
沖
縄
に
お
け
る
共
産
主
義
の
先
頭
」
に
立
っ
て
い
る
者
は
人
民
党
の
瀬
長
亀
次
郎
と
大
湾
喜
三
郎
、
そ
し
て
社
大
党
の
兼
次
佐
一
（
党
書
記
長
）
で
あ
る
と
名
指
し
で
批
判
し
、
さ
ら
に
同
年
一
〇
月
に
は
沖
縄
か
ら
退
去
命
令
の
出
て
い
た
奄
美
出
身
の
人
民
党
員
を
か
く
ま
っ
た
と
し
て
、
瀬
長
ら
人
民
党
幹
部
を
犯
人
隠
匿
幇
助
罪
等
で
逮
捕
す
る
の
で
あ
っ
た
（
い
わ
ゆ
る
人
民
党
事
件
）。
か
く
し
て
、
民
主
党
は
一
九
五
六
年
三
月
の
第
三
回
立
法
院
選
挙
に
お
い
て
、
一
六
議
席
を
獲
得
し
て
第
一
党
の
座
を
取
り
戻
す
こ
と
に
な
る
。
　
し
か
し
、
そ
の
状
態
が
安
定
し
た
か
と
い
う
と
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
選
挙
後
同
党
を
待
ち
う
け
て
い
た
も
の
は
、
あ
の
沖
縄
戦
後
史
上
有
名
な
「
島
ぐ
る
み
闘
争
」
と
、
闘
争
中
の
比
嘉
秀
平
の
死
で
あ
っ
た
。
こ
の
島
ぐ
る
み
闘
争
と
は
ア
メ
リ
カ
の
軍
用
地
政
策
（
軍
用
地
代
の
一
括
払
い
や
新
規
土
地
接
収
な
ど
）
に
対
す
る
沖
縄
住
民
の
文
字
ど
お
り
の
“
島
ぐ
る
み
”
の
抵
抗
を
さ
す
が
、
こ
の
闘
争
の
戦
列
に
民
主
党
も
加
わ
る
こ
と
に
な
る）（（
（
。
い
か
に
米
軍
の
庇
護
下
に
あ
っ
た
と
は
い
え
、
住
民
の
利
害
が
脅
か
さ
れ
た
場
合
、
同
党
は
住
民
の
側
に
立
っ
て
行
動
し
た
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
深
刻
な
の
は
、
比
嘉
で
あ
る
。
民
主
党
の
党
首
で
あ
り
、
ま
た
任
命
主
席
で
も
あ
っ
た
比
嘉
は
、
住
民
側
と
米
軍
側
の
利
益
が
一
致
す
る
場
合
に
は
う
ま
く
対
応
で
き
た
が
、
両
者
の
利
害
が
相
反
し
た
場
合
、
極
め
て
困
難
な
立
場
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
米
軍
側
に
軸
足
を
移
し
す
ぎ
る
と
党
か
ら
反
発
を
く
ら
い
、
逆
に
住
民
側
に
軸
足
を
移
し
す
ぎ
る
と
米
軍
か
ら
見
限
ら
れ
る
と
い
う
立
場
に
置
か
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
民
主
党
も
、
こ
の
比
嘉
の
対
応
次
第
で
は
大
き
な
影
響
を
被
る
こ
と
に
な
る
。
党
首
で
あ
る
比
嘉
が
米
軍
側
に
軸
足
を
移
し
た
場
合
、
同
党
は
住
民
か
ら
支
持
を
失
っ
て
、
党
の
存
立
基
盤
が
揺
る
が
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
住
民
の
支
法
学
志
林
　
第
一
一
五
巻
　
第
一
・
二
号
合
併
号
五
六
持
を
最
終
的
な
基
盤
と
す
る
同
党
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
構
造
的
な
問
題
で
あ
り
、
ま
た
本
質
的
な
弱
さ
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
米
軍
と
住
民
の
あ
い
だ
で
板
挟
み
と
な
っ
た
比
嘉
は
、
苦
悩
の
な
か
同
年
一
〇
月
、
狭
心
症
で
急
死
す
る
。
　
こ
の
比
嘉
の
死
を
受
け
て
第
二
代
行
政
主
席
に
任
命
さ
れ
た
の
が
、
那
覇
市
長
の
当
間
重
剛
で
あ
る
。
当
間
は
ど
の
政
党
に
も
属
し
て
お
ら
ず
、
琉
球
政
府
は
米
軍
の
「
代
行
機
関
」
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
は
っ
き
り
と
公
言
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
当
間
が
主
席
と
な
っ
た
こ
と
で
民
主
党
は
み
ず
か
ら
の
後
ろ
盾
を
失
い
、
結
局
の
と
こ
ろ
一
九
五
八
年
三
月
の
第
四
回
立
法
院
選
挙
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
一
六
議
席
か
ら
七
議
席
へ
と
大
幅
に
転
落
し
、
八
議
席
を
獲
得
し
た
社
大
党
に
第
一
党
の
座
を
明
け
渡
す
こ
と
に
な
る
。
い
か
に
民
主
党
が
主
席
と
米
軍
を
み
ず
か
ら
の
生
命
線
に
し
て
い
た
の
か
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
よ
く
わ
か
る
。
（
（
）
沖
縄
自
民
党
　
か
く
し
て
、
こ
の
状
況
に
危
機
感
を
い
だ
い
た
米
軍
は
、
親
米
勢
力
の
再
結
集
を
促
す
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
一
九
五
九
年
一
〇
月
、
民
主
党
所
属
議
員
と
当
間
派
の
無
所
属
議
員
な
ど
が
手
を
結
び
、
新
た
に
沖
縄
自
由
民
主
党
を
結
成
す
る
の
で
あ
っ
た
。
党
首
は
の
ち
に
第
三
代
行
政
主
席
と
な
る
大
田
政
作
が
就
任
す
る
が
、
そ
の
大
田
の
下
で
、
党
の
組
織
化
が
強
力
に
推
し
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る）（（
（
。
そ
の
成
果
も
あ
っ
て
か
、
翌
一
九
六
〇
年
一
一
月
の
第
五
回
立
法
院
選
挙
で
は
、
こ
れ
ま
で
で
最
高
の
二
二
議
席
を
獲
得
し
て
大
勝
す
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
権
力
基
盤
を
固
め
た
沖
縄
自
民
党
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
米
軍
一
辺
倒
の
態
度
を
変
更
し
て
、
日
本
政
府
お
よ
び
本
土
自
民
党
と
の
関
係
を
強
化
す
る
方
向
に
進
む
。
日
米
双
方
と
協
力
し
、
そ
の
双
方
か
ら
援
助
金
を
獲
得
し
て
、
そ
れ
で
も
っ
て
沖
縄
の
経
済
振
興
を
図
っ
て
い
く
と
い
う
や
り
方
で
、
み
ず
か
ら
の
正
当
性
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る）（（
（
。
　
し
か
し
、
こ
れ
で
保
守
勢
力
が
安
定
し
た
か
と
い
う
と
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
六
四
年
に
入
る
と
同
党
は
内
部
対
立
、
そ
し
て
分
裂
と
い
う
混
乱
を
み
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
混
乱
の
背
景
に
は
、
ま
た
し
て
も
米
軍
と
の
関
係
が
あ
り
、
新
し
く
高
等
弁
務
官
沖
縄
政
治
に
お
け
る
「
保
守
」
と
「
革
新
」（
平
良
）
五
七
と
な
っ
た
キ
ャ
ラ
ワ
ェ
イ
に
よ
る
強
権
統
治
が
あ
っ
た
。
予
算
案
や
法
律
案
に
対
す
る
米
軍
当
局
の
事
前
事
後
調
整
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
や
、
医
療
法
案
や
労
働
災
害
補
償
保
険
法
な
ど
立
法
院
で
可
決
さ
れ
た
諸
法
案
が
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
に
よ
っ
て
相
次
い
で
廃
案
に
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
、
こ
の
強
権
統
治
の
典
型
的
な
例
で
あ
る）（（
（
。
　
こ
れ
に
対
し
て
行
政
主
席
の
大
田
政
作
が
何
の
抵
抗
も
示
さ
ず
従
順
な
姿
勢
を
示
し
た
こ
と
か
ら
、
沖
縄
自
民
党
内
で
は
大
田
批
判
が
渦
巻
く
こ
と
に
な
る
。
同
党
は
他
の
政
党
と
同
様
に
「
主
席
公
選
の
促
進
」
や
「
自
治
権
の
拡
大）（（
（
」
な
ど
を
掲
げ
て
い
た
が
、
こ
の
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
強
権
統
治
に
よ
っ
て
そ
れ
が
阻
害
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
結
局
、
長
嶺
秋
夫
や
吉
元
栄
真
ら
有
力
幹
部
を
含
む
同
党
所
属
議
員
一
一
名
（
残
留
は
七
名
）
と
、
那
覇
市
長
の
西
銘
順
治
ら
が
こ
ぞ
っ
て
脱
党
し
、
同
党
は
五
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
分
裂
と
い
う
事
態
に
陥
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
脱
党
組
は
、
革
新
勢
力
の
進
め
て
い
た
「
主
席
公
選
、
自
治
権
獲
得
」
闘
争
に
合
流
し
、
米
軍
側
と
対
峙
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
は
住
民
側
と
米
軍
側
の
利
害
が
相
反
し
た
場
合
に
深
刻
な
ジ
レ
ン
マ
に
陥
る
と
い
う
同
党
の
も
つ
構
造
的
な
弱
さ
が
現
わ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
そ
の
際
に
は
住
民
側
に
立
っ
て
行
動
す
る
と
い
う
同
党
の
い
ま
一
つ
の
特
徴
も
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
し
か
し
そ
う
は
い
っ
て
も
、
米
軍
権
力
を
み
ず
か
ら
の
生
命
線
と
し
て
い
た
の
が
当
時
の
保
守
勢
力
で
あ
る
。
ま
た
米
軍
は
米
軍
で
、
沖
縄
統
治
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
み
ず
か
ら
と
協
調
路
線
を
と
る
保
守
勢
力
が
分
裂
し
た
状
態
に
あ
る
の
は
決
し
て
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
後
任
の
ワ
ト
ソ
ン
高
等
弁
務
官
は
融
和
路
線
に
態
度
を
変
え
、
彼
ら
に
保
守
合
同
を
促
す
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
こ
う
し
た
米
軍
側
の
対
応
を
受
け
て
保
守
勢
力
も
態
度
を
軟
化
さ
せ
、
ま
た
本
土
の
自
民
党
か
ら
の
働
き
か
け
も
あ
り
、
再
び
保
守
合
同
に
向
け
て
動
き
出
す
の
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
、
一
九
六
四
年
一
二
月
に
脱
党
組
と
残
留
組
が
い
ま
一
度
手
を
結
び
、
新
た
に
民
主
党
を
結
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
党
首
に
は
第
四
代
行
政
主
席
に
任
命
さ
れ
た
松
岡
政
保
が
就
任
し
、
そ
の
松
岡
を
先
頭
に
立
て
て
、
翌
六
五
年
一
一
月
に
行
わ
れ
た
第
七
回
立
法
院
選
挙
で
は
、
同
党
が
一
九
議
席
を
獲
得
し
て
第
一
党
の
座
を
維
持
す
る
の
法
学
志
林
　
第
一
一
五
巻
　
第
一
・
二
号
合
併
号
五
八
で
あ
っ
た
。
　
こ
の
よ
う
に
幾
度
も
混
乱
と
動
揺
を
経
験
し
つ
つ
権
力
を
維
持
し
て
き
た
保
守
勢
力
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
彼
ら
を
待
ち
う
け
て
い
た
も
の
は
、
主
席
公
選
の
実
施
で
あ
る
。
沖
縄
返
還
が
い
よ
い
よ
現
実
の
も
の
に
な
り
は
じ
め
て
き
た
一
九
六
八
年
四
月
、
ワ
ト
ソ
ン
の
後
任
の
ア
ン
ガ
ー
高
等
弁
務
官
が
主
席
公
選
の
実
施
を
発
表
し
た
の
で
あ
る
。
主
席
任
命
制
が
と
ら
れ
て
か
ら
実
に
一
六
年
ぶ
り
に
、
住
民
は
み
ず
か
ら
の
政
治
・
行
政
リ
ー
ダ
ー
を
み
ず
か
ら
の
手
で
選
び
と
る
と
い
う
機
会
を
与
え
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
一
大
選
挙
に
保
守
勢
力
が
擁
立
し
た
の
は
、
保
守
の
ホ
ー
プ
で
あ
る
那
覇
市
長
の
西
銘
順
治
で
あ
っ
た
。
前
年
一
二
月
に
民
主
党
は
党
名
を
沖
縄
自
由
民
主
党
（
沖
縄
自
民
党
）
に
再
び
戻
す
が
、
そ
の
沖
縄
自
民
党
の
総
裁
の
座
に
収
ま
っ
た
の
が
西
銘
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
対
し
て
革
新
勢
力
は
、
日
本
復
帰
運
動
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
あ
っ
た
沖
縄
教
職
員
会
会
長
の
屋
良
朝
苗
を
擁
立
し
、
選
挙
戦
に
臨
む
こ
と
に
な
る
。
こ
の
西
銘
と
屋
良
を
本
土
の
自
民
党
と
革
新
勢
力
が
そ
れ
ぞ
れ
支
援
す
る
な
か
、
一
九
六
八
年
一
一
月
に
行
な
わ
れ
た
戦
後
初
の
主
席
選
挙
で
は
、
屋
良
が
西
銘
に
三
万
票
あ
ま
り
の
差
を
つ
け
て
勝
利
す
る
の
で
あ
っ
た
。
沖
縄
住
民
は
み
ず
か
ら
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
革
新
勢
力
の
推
す
屋
良
を
選
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。
　
か
く
し
て
、
米
軍
の
庇
護
下
で
権
力
を
維
持
し
て
き
た
保
守
勢
力
は
、
以
後
一
〇
年
間
に
わ
た
り
“
冬
の
時
代
”
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
日
本
復
帰
後
最
初
に
行
な
わ
れ
た
知
事
選
挙
（
一
九
七
二
年
六
月
）
で
は
、
保
守
陣
営
の
推
す
元
行
政
主
席
の
大
田
政
作
が
屋
良
に
七
万
票
以
上
の
差
を
つ
け
ら
れ
て
大
差
で
敗
北
す
る
。
そ
し
て
そ
の
四
年
後
に
行
な
わ
れ
た
第
二
回
知
事
選
挙
（
一
九
七
六
年
一
一
月
）
で
は
、
自
民
党
は
候
補
者
を
擁
立
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
結
局
の
と
こ
ろ
民
社
党
の
安
里
積
千
代
（
前
社
大
党
委
員
長
）
を
担
ぎ
出
し
て
選
挙
戦
に
臨
む
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
ま
た
革
新
陣
営
の
推
す
平
良
幸
市
（
現
社
大
党
委
員
長
）
に
三
万
票
あ
ま
り
の
差
を
つ
け
ら
れ
て
敗
北
す
る
の
で
あ
っ
た
。
　
こ
う
し
た
長
い
“
冬
の
時
代
”
を
抜
け
出
て
保
守
勢
力
が
県
政
を
奪
還
す
る
の
は
、
主
席
選
挙
で
西
銘
が
敗
れ
て
ち
ょ
う
ど
一
〇
年
後
、
沖
縄
政
治
に
お
け
る
「
保
守
」
と
「
革
新
」（
平
良
）
五
九
す
な
わ
ち
一
九
七
八
年
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
任
期
半
ば
で
平
良
幸
市
が
病
気
で
辞
職
し
、
そ
れ
を
受
け
て
行
わ
れ
た
第
三
回
知
事
選
挙
で
衆
議
院
議
員
と
な
っ
て
い
た
西
銘
が
再
び
挑
戦
し
、
革
新
陣
営
の
推
す
知
花
英
夫
（
社
大
党
）
を
二
万
六
〇
〇
〇
票
差
で
破
り
、
雪
辱
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
以
後
、
西
銘
が
三
期
一
二
年
県
政
を
担
い
、
一
九
八
〇
年
代
は
こ
れ
ま
で
と
は
打
っ
て
変
わ
り
“
保
守
全
盛
”
の
時
代
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。
　
以
上
、
こ
こ
ま
で
は
保
守
勢
力
の
動
向
に
焦
点
を
あ
て
て
、
同
勢
力
が
必
ず
し
も
強
く
な
か
っ
た
こ
と
を
み
て
き
た
が
、
次
節
で
は
も
う
一
方
の
革
新
勢
力
に
焦
点
を
あ
て
、
同
勢
力
が
必
ず
し
も
弱
く
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
。
三
、
沖
縄
革
新
勢
力
に
つ
い
て
（
1
）
沖
縄
社
会
大
衆
党
　
ま
ず
沖
縄
の
革
新
勢
力
を
考
え
る
上
で
重
要
な
の
は
、
沖
縄
社
会
大
衆
党
、
す
な
わ
ち
社
大
党
の
存
在
で
あ
る
。
本
土
に
お
い
て
は
「
五
五
年
体
制
」
以
後
、
自
民
党
に
対
抗
す
る
野
党
第
一
党
の
地
位
に
あ
っ
た
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
日
本
社
会
党
で
あ
る
。
し
か
し
沖
縄
で
は
、
こ
の
日
本
社
会
党
の
支
部
的
存
在
で
あ
っ
た
沖
縄
社
会
党
は
ま
っ
た
く
の
弱
小
政
党
で
あ
り
、
野
党
第
一
党
の
地
位
に
あ
っ
た
の
は
社
大
党
で
あ
っ
た
。
　
社
大
党
が
な
ぜ
野
党
第
一
党
の
地
位
に
あ
り
、
し
か
も
一
九
五
〇
年
代
は
琉
球
民
主
党
と
勢
力
を
ほ
ぼ
二
分
す
る
ほ
ど
の
強
さ
を
持
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
同
党
の
誕
生
経
緯
と
党
の
性
格
を
み
る
必
要
が
あ
る
。
同
党
は
前
述
し
た
よ
う
に
一
九
五
〇
年
一
〇
月
に
平
良
辰
雄
を
党
首
と
し
て
結
成
さ
れ
た
政
党
で
あ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
同
年
九
月
に
行
な
わ
れ
た
沖
縄
群
島
政
府
知
事
選
挙
が
あ
っ
た
。
法
学
志
林
　
第
一
一
五
巻
　
第
一
・
二
号
合
併
号
六
〇
こ
れ
ま
で
米
軍
の
任
命
に
よ
っ
て
知
事
が
選
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
戦
後
初
め
て
行
わ
れ
た
こ
の
知
事
選
挙
は
、
米
軍
占
領
下
に
あ
っ
た
と
は
い
え
、
沖
縄
の
「
民
主
主
義
」
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
一
大
エ
ポ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
　
こ
の
知
事
選
挙
に
名
乗
り
を
あ
げ
た
の
は
、
沖
縄
民
政
府
工
務
部
長
の
松
岡
政
保
、
琉
球
農
林
省
総
裁
の
平
良
辰
雄
、
沖
縄
人
民
党
党
首
の
瀬
長
亀
次
郎
の
三
名
で
あ
っ
た
が
、
選
挙
は
事
実
上
、
松
岡
と
平
良
の
一
騎
打
ち
の
様
相
を
呈
し
た
。
松
岡
政
保
は
一
五
歳
で
ハ
ワ
イ
移
民
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
米
ト
ラ
イ
ス
テ
ー
ト
工
科
大
学
を
卒
業
し
て
長
く
ア
メ
リ
カ
で
生
活
し
た
あ
と
、
三
九
歳
で
帰
郷
（
一
九
三
六
年
）
し
、
沖
縄
製
糖
嘉
手
納
工
場
で
技
師
や
工
場
長
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
。
戦
前
は
ま
っ
た
く
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
無
名
で
あ
っ
た
松
岡
だ
が
、
戦
後
は
米
軍
占
領
下
で
そ
の
“
米
国
通
”
が
買
わ
れ
、
民
政
府
工
務
部
長
に
抜
擢
さ
れ
る
。
地
上
戦
で
廃
墟
と
化
し
た
沖
縄
で
は
各
種
イ
ン
フ
ラ
建
設
な
ど
戦
災
復
興
が
最
大
か
つ
緊
急
の
課
題
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
復
興
事
業
を
一
手
に
担
っ
た
の
が
、
こ
の
松
岡
率
い
る
工
務
部
で
あ
る
。
民
政
府
の
一
部
局
で
あ
り
な
が
ら
も
同
政
府
予
算
全
体
の
お
よ
そ
五
倍
に
も
の
ぼ
る
膨
大
な
復
興
費
を
米
軍
か
ら
直
接
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
工
務
部
は
、
ま
さ
に
当
時
絶
大
な
る
力
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
対
す
る
平
良
辰
雄
は
、
第
八
高
等
学
校
中
退
後
に
沖
縄
県
庁
に
入
庁
し
、
県
出
身
者
と
し
て
初
め
て
課
長
（
振
興
計
画
課
長
）
に
ま
で
の
ぼ
り
つ
め
た
エ
リ
ー
ト
で
あ
り
、
戦
時
中
は
大
政
翼
賛
会
沖
縄
県
支
部
壮
年
団
長
な
ど
も
務
め
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
戦
前
は
県
農
業
会
会
長
を
務
め
、
戦
後
も
農
業
組
合
連
合
会
会
長
や
琉
球
農
林
省
総
裁
を
歴
任
し
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
平
良
を
支
え
た
の
が
、
民
政
府
知
事
の
志
喜
屋
孝
信
、
副
知
事
の
又
吉
康
和
、
行
政
法
務
部
長
の
当
間
重
剛
、
官
房
長
の
比
嘉
秀
平
、
琉
球
海
運
社
長
の
桃
原
茂
太
ら
で
あ
り
、
な
か
で
も
中
心
に
な
っ
て
支
え
た
の
が
、
当
間
、
桃
原
、
比
嘉
の
三
名
で
あ
っ
た
。
　
平
良
の
親
友
の
当
間
は
、
京
都
帝
国
大
学
法
学
部
を
卒
業
し
、
戦
前
は
那
覇
市
長
や
大
政
翼
賛
会
沖
縄
県
支
部
長
な
ど
を
歴
任
し
、
戦
後
は
民
政
府
で
経
済
部
長
や
行
政
法
務
部
長
を
歴
任
し
、
の
ち
に
第
二
代
行
政
主
席
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
平
良
と
中
学
が
同
窓
の
桃
原
は
、
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
を
卒
業
し
、
戦
前
は
弁
護
士
や
県
選
出
衆
議
院
議
員
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
。
そ
し
て
の
ち
に
平
良
沖
縄
政
治
に
お
け
る
「
保
守
」
と
「
革
新
」（
平
良
）
六
一
と
袂
を
分
か
ち
初
代
行
政
主
席
と
な
る
比
嘉
は
、
早
稲
田
大
学
文
学
部
英
文
学
科
を
卒
業
し
て
英
語
教
員
と
な
り
、
そ
の
後
沖
縄
県
立
第
三
中
学
校
の
教
頭
を
務
め
、
戦
後
は
そ
の
英
語
力
と
行
政
能
力
が
買
わ
れ
て
民
政
府
で
翻
訳
課
長
や
官
房
長
な
ど
を
歴
任
し
た
人
物
で
あ
る
。
な
お
、
つ
け
加
え
て
言
え
ば
、
選
挙
の
実
働
部
隊
と
し
て
平
良
を
支
え
た
の
は
、
の
ち
に
保
守
勢
力
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
西
銘
順
治
ら
本
土
の
大
学
を
卒
業
し
た
若
手
イ
ン
テ
リ
た
ち
や
、
青
年
団
の
幹
部
ら
で
あ
っ
た
。
　
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
沖
縄
民
政
府
内
の
「
親
松
岡
」
と
「
反
松
岡
」
の
対
立
、
そ
し
て
「
戦
前
か
ら
の
エ
リ
ー
ト
」
と
「
戦
後
の
新
興
エ
リ
ー
ト
」
と
の
対
立
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
構
造
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
一
大
選
挙
を
制
し
た
の
は
、「
反
松
岡
」
で
あ
り
「
戦
前
か
ら
の
エ
リ
ー
ト
」
の
平
良
辰
雄
で
あ
っ
た
。
選
挙
結
果
は
平
良
が
一
五
万
八
五
二
〇
票
、
松
岡
が
六
万
九
五
九
五
票
、
瀬
長
が
一
万
四
〇
八
一
票
と
、
平
良
が
松
岡
に
二
倍
以
上
の
差
を
つ
け
て
大
勝
し
た
の
で
あ
る
。
住
民
は
占
領
下
沖
縄
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
米
軍
の
庇
護
下
で
絶
大
な
る
権
力
を
揮
う
松
岡
で
は
な
く
、
米
軍
と
や
や
距
離
を
置
い
て
い
た
戦
前
の
エ
リ
ー
ト
平
良
を
選
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
続
け
て
行
な
わ
れ
た
沖
縄
群
島
議
会
選
挙
で
も
、
平
良
の
応
援
す
る
候
補
者
が
二
〇
議
席
中
一
五
議
席
を
獲
得
す
る
。
か
く
し
て
、
こ
の
平
良
陣
営
の
圧
倒
的
な
勝
利
を
背
景
に
し
て
結
成
さ
れ
た
の
が
、
社
大
党
で
あ
っ
た
。
　
同
党
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
前
面
に
打
ち
出
す
こ
と
な
く
、「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
基
底
」
と
し
た
「
革
新
的
政
策
」
を
実
施
す
る
「
国
民
的
政
党
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る）（（
（
。
そ
し
て
、
平
良
率
い
る
沖
縄
群
島
政
府
の
与
党
と
な
る
や
、
同
党
は
、
ア
メ
リ
カ
統
治
か
ら
の
脱
却
、
す
な
わ
ち
日
本
復
帰
に
向
け
た
行
動
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
一
九
五
一
年
三
月
一
八
日
に
臨
時
党
大
会
を
開
き
、
日
本
復
帰
を
要
望
す
る
「
声
明
書
」
を
採
択
し
、
翌
一
九
日
に
は
群
島
議
会
で
日
本
復
帰
要
請
決
議
案
を
提
案
し
、
一
七
対
三
の
圧
倒
的
多
数
で
こ
れ
を
可
決
す
る
。
そ
し
て
瀬
長
亀
次
郎
率
い
る
沖
縄
人
民
党
と
協
力
し
て
復
帰
署
名
運
動
を
展
開
し
、
有
権
者
の
実
に
七
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
署
名
を
集
め
、
住
民
の
復
帰
意
思
を
内
外
に
示
す
の
で
あ
っ
た
。
　
こ
の
よ
う
に
社
大
党
が
全
力
を
挙
げ
て
日
本
復
帰
署
名
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
最
中
の
同
年
六
月
、
同
党
幹
部
の
比
嘉
秀
平
が
こ
れ
法
学
志
林
　
第
一
一
五
巻
　
第
一
・
二
号
合
併
号
六
二
に
冷
や
水
を
浴
び
せ
る
よ
う
な
発
言
を
し
、
党
内
か
ら
激
し
い
反
発
を
受
け
る
。
比
嘉
は
共
同
通
信
社
の
記
者
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
帰
属
問
題
に
つ
い
て
世
論
の
実
際
を
知
る
に
は
署
名
運
動
よ
り
も
国
民
投
票
の
方
が
當
然
だ
し
、
日
本
帰
属
の
日
が
将
来
く
る
と
し
て
も
信
託
統
治
の
期
間
は
必
要
か
つ
必
然
的
な
も
の
で
あ
る）（（
（
」。
こ
の
比
嘉
の
発
言
に
と
り
わ
け
怒
り
を
あ
ら
わ
に
し
、
比
嘉
批
判
の
急
先
鋒
に
立
っ
た
の
は
、
の
ち
に
沖
縄
保
守
政
界
の
ド
ン
と
な
る
西
銘
順
治
ら
若
手
の
党
幹
部
た
ち
で
あ
っ
た
。
比
嘉
と
党
幹
部
の
関
係
を
修
復
し
よ
う
と
い
う
試
み
が
何
度
も
な
さ
れ
る
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
両
者
の
対
立
は
収
ま
ら
ず
、
比
嘉
は
一
九
五
二
年
三
月
に
党
を
離
党
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
比
嘉
は
、
同
年
四
月
に
発
足
し
た
琉
球
政
府
（
こ
れ
に
よ
り
群
島
政
府
は
廃
止
）
の
初
代
行
政
主
席
に
米
軍
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
　
か
く
し
て
、
政
治
的
に
孤
立
し
た
比
嘉
が
手
を
結
ん
だ
相
手
が
、
あ
の
群
島
政
府
知
事
選
挙
で
平
良
に
大
敗
し
た
松
岡
で
あ
る
。
こ
の
比
嘉
と
松
岡
が
中
心
と
な
っ
て
結
成
し
た
政
党
が
、
前
出
琉
球
民
主
党
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
の
経
緯
を
み
れ
ば
、
結
成
当
初
民
主
党
が
必
ず
し
も
住
民
か
ら
強
い
支
持
を
得
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
逆
に
い
え
ば
、
一
方
の
社
大
党
が
民
主
党
と
勢
力
を
二
分
す
る
ほ
ど
の
支
持
を
得
て
い
た
こ
と
は
、
同
党
が
群
島
政
府
知
事
選
挙
に
お
け
る
平
良
の
圧
倒
的
な
勝
利
を
背
景
に
で
き
た
政
党
で
あ
り
、
し
か
も
多
く
の
住
民
が
望
む
日
本
復
帰
の
実
現
に
精
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
だ
と
い
う
歴
史
的
経
緯
を
み
れ
ば
よ
く
わ
か
る
。
ま
た
、
米
軍
に
庇
護
さ
れ
た
民
主
党
に
は
賛
成
で
き
な
い
が
、
か
と
い
っ
て
「
共
産
主
義
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
た
人
民
党
を
支
持
す
る
ま
で
に
は
い
か
な
い
よ
う
な
人
々
の
受
け
皿
に
な
っ
た
こ
と
も
、
社
大
党
が
野
党
第
一
党
の
地
位
を
維
持
し
え
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
　
一
九
五
〇
年
代
の
末
ご
ろ
か
ら
本
土
に
お
け
る
保
革
対
立
の
枠
組
み
が
沖
縄
に
流
入
し
て
く
る
と
、
沖
縄
の
政
治
空
間
は
保
革
で
色
分
け
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
な
か
で
社
大
党
は
人
民
党
や
社
会
党
と
と
も
に
「
革
新
勢
力
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
沖
縄
人
民
党
が
日
本
共
産
党
と
、
ま
た
沖
縄
社
会
党
が
日
本
社
会
党
と
そ
れ
ぞ
れ
関
係
を
深
め
て
い
き
、
徐
々
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
側
沖
縄
政
治
に
お
け
る
「
保
守
」
と
「
革
新
」（
平
良
）
六
三
面
が
強
く
な
っ
て
い
っ
た
の
に
対
し
、
本
土
革
新
勢
力
と
一
定
の
距
離
を
保
っ
て
い
た
社
大
党
は
、
こ
の
保
革
対
立
と
い
う
政
治
空
間
に
あ
っ
て
も
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
色
は
あ
ま
り
前
面
に
は
出
さ
ず
、
い
わ
ば
「
中
道
左
派
」
と
し
て
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
立
っ
て
行
動
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
性
格
の
社
大
党
が
野
党
第
一
党
の
地
位
を
維
持
し
、
そ
の
社
大
党
が
人
民
・
社
会
両
党
の
あ
い
だ
に
立
っ
て
、
い
わ
ば
「
ま
と
め
役
」
と
し
て
の
役
割
を
果
す
の
で
あ
っ
た
。
人
的
関
係
で
も
政
策
で
も
社
大
党
に
近
い
屋
良
朝
苗）（（
（
が
革
新
統
一
候
補
と
し
て
一
九
六
八
年
の
主
席
選
挙
な
ら
び
に
七
二
年
の
第
一
回
県
知
事
選
挙
に
出
馬
し
た
こ
と
や
、
あ
る
い
は
社
大
党
の
委
員
長
を
務
め
た
平
良
幸
市
が
同
じ
く
革
新
統
一
候
補
と
し
て
七
四
年
の
第
二
回
知
事
選
挙
に
出
馬
し
た
こ
と
な
ど
を
み
て
も
、
社
大
党
の
存
在
が
い
か
に
重
要
で
あ
っ
た
の
か
が
わ
か
る
。
同
党
が
革
新
勢
力
の
「
要
」
と
い
わ
れ
た
ゆ
え
ん
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
（
（
）
沖
縄
人
民
党
と
沖
縄
社
会
党
　
沖
縄
の
革
新
勢
力
を
考
え
る
上
で
い
ま
一
つ
重
要
な
の
は
、
瀬
長
亀
次
郎
率
い
る
沖
縄
人
民
党
の
存
在
で
あ
る
。
同
党
は
前
述
し
た
よ
う
に
最
も
反
米
的
な
性
格
を
も
っ
た
政
党
で
あ
り
、
日
本
復
帰
後
は
日
本
共
産
党
に
合
流
し
て
い
っ
た
政
党
で
あ
る
。
同
党
は
、
民
主
党
や
社
大
党
ほ
ど
に
は
住
民
か
ら
支
持
を
得
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
米
軍
統
治
下
に
あ
っ
て
は
あ
る
一
定
の
支
持
を
得
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
米
軍
へ
の
一
貫
し
た
抵
抗
姿
勢
や
聴
衆
を
ひ
き
つ
け
る
演
説
の
う
ま
さ
な
ど
も
あ
っ
て
、
党
首
瀬
長
亀
次
郎
の
個
人
的
な
人
気
は
高
か
っ
た
。
　
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
米
軍
は
一
九
五
四
年
に
瀬
長
を
「
共
産
主
義
者
」
と
し
て
レ
ッ
テ
ル
を
貼
り
、
強
引
な
か
た
ち
で
逮
捕
・
投
獄
し
て
い
る
。
ま
た
五
六
年
に
彼
が
出
獄
し
、
那
覇
市
長
選
挙
で
勝
利
し
て
沖
縄
の
中
心
都
市
の
市
長
に
就
任
す
る
と
、
米
軍
は
市
へ
の
補
助
金
を
打
ち
切
っ
て
圧
力
を
か
け
、
最
終
的
に
は
市
町
村
自
治
法
と
選
挙
法
を
布
令
に
よ
っ
て
改
正
し
、
彼
を
市
長
の
座
か
ら
追
放
す
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
米
軍
が
弾
圧
を
加
え
れ
ば
加
え
る
ほ
ど
、
逆
に
瀬
長
人
気
は
高
ま
っ
て
い
き
、
翌
五
八
年
一
月
の
那
覇
市
長
選
法
学
志
林
　
第
一
一
五
巻
　
第
一
・
二
号
合
併
号
六
四
挙
で
は
彼
の
支
援
し
た
兼
次
佐
一
（
人
民
党
第
二
代
委
員
長
、
社
大
党
初
代
書
記
長
）
が
当
選
し
た
ほ
か
、
同
年
三
月
の
立
法
院
選
挙
で
は
瀬
長
率
い
る
民
連
（
民
主
主
義
擁
護
連
絡
協
議
会
）
が
五
議
席
も
獲
得
す
る
と
い
う
快
挙
を
み
せ
る
。
ま
た
、
日
本
復
帰
を
目
前
に
控
え
た
一
九
七
〇
年
の
国
政
選
挙
（
衆
議
院
選
挙
）
に
お
い
て
瀬
長
が
二
番
手
で
当
選
し
た
こ
と
は
、
彼
の
人
気
の
高
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
同
党
が
日
本
共
産
党
沖
縄
県
委
員
会
へ
と
移
行
し
た
あ
と
も
、
県
民
の
一
部
か
ら
根
強
い
人
気
を
得
て
い
る
そ
の
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
米
軍
統
治
時
代
の
瀬
長
お
よ
び
同
党
の
「
抵
抗
の
軌
跡
」
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
　
最
後
に
沖
縄
社
会
党
で
あ
る
が
、
同
党
は
那
覇
市
長
に
就
任
し
た
兼
次
佐
一
を
党
首
に
し
て
一
九
五
八
年
二
月
に
結
成
さ
れ
た
政
党
で
あ
る
。
本
土
に
お
け
る
日
本
社
会
党
が
野
党
第
一
党
の
地
位
に
あ
っ
た
の
と
は
対
照
的
に
、
沖
縄
社
会
党
は
社
大
、
人
民
に
次
ぐ
野
党
第
三
党
の
地
位
に
あ
っ
た
。
ま
た
日
本
社
会
党
が
総
評
（
日
本
労
働
組
合
総
評
議
会
）
の
全
面
的
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
受
け
て
い
た
の
に
対
し
、
沖
縄
社
会
党
は
沖
縄
最
大
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
県
労
協
（
沖
縄
県
労
働
組
合
協
議
会
）
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
必
ず
し
も
な
か
っ
た
。
い
や
む
し
ろ
、
県
労
協
の
幹
部
ら
は
社
会
党
よ
り
も
社
大
党
を
支
持
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
彼
ら
が
社
会
党
の
党
員
と
な
る
の
は
、
日
本
復
帰
を
間
近
に
控
え
た
一
九
七
〇
年
の
国
政
選
挙
の
時
で
あ
っ
た）（（
（
。
こ
の
選
挙
で
社
会
党
は
第
二
代
党
首
の
宮
良
寛
才
で
は
な
く
、
当
時
軍
雇
用
員
の
解
雇
撤
回
闘
争
で
一
躍
脚
光
を
浴
び
て
い
た
全
軍
労
（
全
沖
縄
軍
労
働
組
合
）
委
員
長
の
上
原
康
助
を
擁
立
し
、
そ
の
上
原
を
県
労
協
が
全
面
的
に
支
援
し
、
当
選
さ
せ
る
の
で
あ
っ
た
。
労
働
組
合
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
き
た
こ
の
頃
か
ら
、
よ
う
や
く
沖
縄
で
は
社
会
党
が
存
在
感
を
示
し
は
じ
め
る
の
で
あ
る
。
　
以
上
、
社
大
、
人
民
、
社
会
各
党
の
動
き
を
み
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
沖
縄
の
革
新
勢
力
の
動
き
で
興
味
深
い
の
は
、
本
土
の
革
新
勢
力
と
は
異
な
っ
て
協
力
関
係
が
割
合
う
ま
く
機
能
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
代
前
半
に
民
主
党
に
対
抗
し
て
社
大
党
と
人
民
党
が
協
力
し
て
統
一
候
補
を
当
選
さ
せ
た
り
、
あ
る
い
は
そ
の
当
選
者
を
米
軍
が
強
引
な
や
り
方
で
当
選
無
効
を
言
い
渡
す
と
（
天
顔
事
件
）、
両
党
で
共
闘
を
組
ん
で
そ
れ
に
反
対
し
た
の
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。
ま
た
、
沖
縄
社
会
党
が
結
成
さ
れ
た
あ
と
は
、
同
沖
縄
政
治
に
お
け
る
「
保
守
」
と
「
革
新
」（
平
良
）
六
五
党
も
含
め
て
三
党
が
協
力
し
て
日
本
復
帰
運
動
を
推
進
し
た
り
、
あ
る
い
は
自
治
権
拡
大
闘
争
な
ど
を
行
な
う
の
で
あ
っ
た
。
　
さ
ら
に
、
こ
の
革
新
勢
力
間
の
協
力
と
い
う
点
で
言
え
ば
、
本
土
に
お
け
る
革
新
勢
力
内
部
の
対
立
関
係
が
沖
縄
に
持
ち
こ
ま
れ
た
あ
と
も
、
そ
の
対
立
関
係
を
乗
り
越
え
て
協
力
体
制
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う
点
は
重
要
で
あ
る）（（
（
。
一
九
六
〇
年
代
前
半
に
社
・
共
の
対
立
関
係
が
持
ち
こ
ま
れ
る
と
、
沖
縄
で
も
人
民
党
系
労
組
（
共
産
党
系
）
と
反
人
民
党
系
労
組
（
総
評
系
）
の
対
立
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
、
結
局
の
と
こ
ろ
労
働
運
動
は
分
裂
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
原
水
禁
運
動
で
も
「
人
民
」「
反
人
民
」
の
対
立
が
生
じ
、
こ
れ
ま
た
本
土
と
同
様
に
二
つ
の
組
織
に
分
か
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
重
要
な
こ
と
は
、
こ
う
し
た
「
人
民
」「
反
人
民
」
の
対
立
関
係
が
日
本
復
帰
運
動
に
も
待
ち
込
ま
れ
は
し
た
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
組
織
分
裂
ま
で
に
は
至
ら
ず
、
復
帰
協
（
沖
縄
県
祖
国
復
帰
協
議
会
）
と
い
う
統
一
組
織
の
下
で
協
力
体
勢
を
維
持
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
当
時
復
帰
協
事
務
局
長
を
し
て
い
た
吉
元
政
矩
は
、
次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。「
復
帰
運
動
は
他
の
運
動
と
は
異
な
り
、
思
想
信
条
を
抜
き
に
し
た
県
民
ぐ
る
み
の
運
動
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
す）（（
（
」。
当
時
最
大
の
課
題
で
あ
っ
た
日
本
復
帰
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
党
派
的
な
対
立
を
極
力
排
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
認
識
が
、
革
新
勢
力
間
に
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
内
部
対
立
を
乗
り
越
え
た
沖
縄
の
革
新
勢
力
は
、
前
述
の
通
り
一
九
六
八
年
の
主
席
選
挙
で
屋
良
朝
苗
を
統
一
候
補
に
擁
立
し
、
保
守
陣
営
に
勝
利
す
る
こ
と
に
な
る
。
保
守
陣
営
が
そ
の
後
“
冬
の
時
代
”
に
入
っ
て
い
っ
た
の
と
は
対
照
的
に
、
革
新
陣
営
は
そ
れ
以
後
一
〇
年
も
の
間
、
屋
良
、
平
良
県
政
を
立
て
続
け
に
誕
生
さ
せ
、
ま
さ
に
黄
金
時
代
を
築
き
上
げ
る
の
で
あ
っ
た
。
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四
、
米
軍
統
治
時
代
の
沖
縄
政
治
の
特
質
（
1
）
政
策
距
離
の
近
さ
　
以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
た
上
で
、
最
後
に
米
軍
統
治
下
に
お
け
る
沖
縄
政
治
の
特
質
を
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
第
一
に
注
目
す
べ
き
は
、
沖
縄
の
主
要
四
党
が
い
ず
れ
も
「
日
本
復
帰
」
を
党
の
方
針
と
し
て
掲
げ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
四
党
と
も
ア
メ
リ
カ
統
治
か
ら
の
脱
却
を
め
ざ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
本
土
で
は
一
九
五
二
年
の
対
日
平
和
条
約
の
発
効
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
占
領
を
終
わ
ら
せ
る
が
、
一
方
の
沖
縄
は
同
条
約
第
三
条
に
よ
っ
て
引
き
続
き
ア
メ
リ
カ
の
統
治
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る）（（
（
。
こ
の
第
三
条
に
基
づ
く
米
軍
の
支
配
体
制
を
打
破
し
て
日
本
に
復
帰
す
る
と
い
う
の
が
、
こ
れ
ら
四
党
の
最
大
課
題
で
あ
っ
た
。
し
か
も
留
意
す
べ
き
は
、
こ
の
外
国
支
配
体
制
か
ら
の
脱
却
が
イ
コ
ー
ル
沖
縄
独
立
で
は
な
く
、
日
本
国
へ
の
復
帰
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
外
国
支
配
か
ら
の
脱
却
を
め
ざ
す
独
立
派
と
そ
の
支
配
体
制
に
寄
生
す
る
体
制
擁
護
派
と
の
対
立
と
い
う
構
図
で
は
な
く
、
沖
縄
の
主
要
政
党
は
そ
の
濃
淡
こ
そ
あ
れ
、
す
べ
て
“
体
制
打
破
”
勢
力
と
し
て
の
側
面
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
第
二
に
注
目
す
べ
き
は
、
日
本
本
土
の
政
治
状
況
と
は
異
な
っ
て
、
沖
縄
で
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
対
立
が
弱
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
講
和
・
独
立
し
た
あ
と
の
本
土
で
は
、
と
り
わ
け
「
五
五
年
体
制
」
の
成
立
後
に
は
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
自
由
主
義
陣
営
に
与
し
て
「
資
本
主
義
経
済
シ
ス
テ
ム
」「
欧
米
流
民
主
主
義
」
を
擁
護
す
る
自
由
民
主
党
と
、「
親
ソ
」「
親
中
」
路
線
を
と
っ
て
国
権
型
社
会
主
義
を
め
ざ
す
左
派
優
位
の
日
本
社
会
党
が
対
立
す
る
政
治
構
図
、
す
な
わ
ち
「
自
由
主
義
」
か
「
社
会
主
義
」
か
と
い
っ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
対
立
の
構
図
が
政
治
の
主
線
を
形
づ
く
っ
て
い
た
と
い
え
る）（（
（
。
沖
縄
政
治
に
お
け
る
「
保
守
」
と
「
革
新
」（
平
良
）
六
七
　
し
か
し
、
沖
縄
で
は
野
党
第
一
党
の
社
会
大
衆
党
が
「
社
会
民
主
々
義
の
よ
さ
」
を
取
り
入
れ
る
と
は
言
い
つ
つ
も
、「
必
ず
し
も
社
会
主
義
の
繁
栄
を
願
う
政
党
で
は
な
い
」
と
表
明
し
て
い
た）（（
（
。
ま
た
当
時
最
も
反
米
的
な
政
党
で
あ
っ
た
人
民
党
も
、「
共
産
主
義
」
の
実
現
を
掲
げ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
両
党
と
は
異
な
り
唯
一
「
社
会
主
義
」
の
実
現
を
謳
っ
て
い
た
の
は
社
会
党
で
あ
る
が
、
同
党
は
当
時
沖
縄
で
大
き
な
影
響
力
は
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
沖
縄
で
は
「
自
由
主
義
」
か
「
社
会
主
義
」（
共
産
主
義
）
か
と
い
っ
た
体
制
そ
の
も
の
を
め
ぐ
る
対
立
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
い
や
、
な
か
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、
自
由
主
義
陣
営
の
盟
主
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
に
直
接
統
治
さ
れ
、
し
か
も
共
産
主
義
陣
営
と
戦
う
た
め
の
主
要
基
地
群
の
あ
っ
た
沖
縄
で
は
、
そ
も
そ
も
共
産
主
義
を
認
め
る
余
地
は
な
く
、
よ
っ
て
こ
う
し
た
対
立
自
体
が
成
り
立
ち
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
関
連
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
米
軍
統
治
下
に
あ
っ
て
は
保
守
勢
力
の
ほ
う
が
、
米
ソ
冷
戦
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
必
要
と
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
多
く
の
住
民
が
日
本
復
帰
を
望
む
な
か
、
革
新
勢
力
が
保
守
勢
力
よ
り
も
日
本
復
帰
を
強
く
主
張
し
、
ま
た
米
軍
権
力
と
対
峙
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
革
新
勢
力
は
そ
れ
だ
け
で
み
ず
か
ら
の
正
当
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
一
方
の
保
守
勢
力
は
、
米
軍
権
力
を
後
ろ
盾
に
し
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
そ
の
正
当
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
「
自
由
主
義
」
や
「
反
共
」
な
ど
と
い
っ
た
冷
戦
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
体
制
を
め
ぐ
る
対
立
に
関
連
し
て
い
ま
一
つ
言
え
る
こ
と
は
、
本
土
で
は
日
米
安
保
条
約
を
め
ぐ
っ
て
保
革
の
対
立
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
が
、
一
方
の
沖
縄
で
は
そ
も
そ
も
安
保
条
約
は
適
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
を
め
ぐ
る
対
立
も
起
こ
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
復
帰
協
元
事
務
局
長
の
吉
元
政
矩
は
、
当
時
を
振
り
返
っ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
日
米
安
保
条
約
は
沖
縄
に
適
用
さ
れ
て
い
な
っ
た
。
安
保
の
議
論
と
い
う
も
の
は
、
日
常
的
な
五
〇
年
代
、
六
〇
年
代
の
復
帰
運
動
の
な
か
で
は
必
要
な
か
っ
た）（（
（
」。
　
以
上
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
米
軍
統
治
時
代
の
各
党
の
政
策
距
離
は
、
本
土
の
よ
う
に
は
離
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
自
由
主
義
か
社
会
主
義
か
と
い
っ
た
体
制
を
め
ぐ
る
対
立
も
な
く
、
こ
れ
と
密
接
に
関
連
し
た
日
米
安
保
条
約
を
め
ぐ
る
対
立
も
な
く
、
法
学
志
林
　
第
一
一
五
巻
　
第
一
・
二
号
合
併
号
六
八
し
か
も
ど
の
政
党
も
日
本
復
帰
を
最
大
の
課
題
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
沖
縄
に
お
け
る
政
党
間
の
政
策
距
離
は
、
意
外
に
も
近
か
っ
た
の
で
あ
る
。
（
（
）
沖
縄
政
治
に
お
け
る
争
点
　
こ
の
よ
う
に
政
策
距
離
が
近
い
な
か
に
あ
っ
て
保
革
が
対
立
し
た
も
の
は
、
日
本
復
帰
を
実
現
し
て
い
く
た
め
の
方
法
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ま
ず
革
新
勢
力
は
、
一
九
六
〇
年
に
復
帰
協
と
い
う
統
一
組
織
を
つ
く
り
、
沖
縄
と
本
土
で
「
国
民
運
動
」
を
強
力
に
展
開
し
、
住
民
の
復
帰
意
思
を
内
外
に
示
す
こ
と
を
め
ざ
し
た
。
つ
ま
り
、
大
衆
運
動
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
米
両
政
府
に
圧
力
を
か
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
復
帰
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
こ
の
復
帰
協
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
ら
れ
た
沖
縄
自
民
党
は
、「
抵
抗
や
闘
争
に
よ
っ
て
住
民
の
悲
願
で
あ
る
祖
国
復
帰
を
か
ち
と
ろ
う
と
い
う
考
え
方
に
は
多
く
の
難
点
が
あ
る
」
と
い
う
談
話
を
発
表
し
、
復
帰
協
へ
の
参
加
を
拒
否
し
て
い
る）（（
（
。
こ
の
よ
う
に
大
衆
運
動
に
否
定
的
な
態
度
を
と
っ
た
同
党
は
、「
祖
国
と
の
一
体
化
」
政
策
な
る
も
の
を
打
ち
出
す
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
現
在
の
厳
し
い
国
際
情
勢
を
考
え
れ
ば
「
今
す
ぐ
に
祖
国
復
帰
が
実
現
で
き
る
」
と
は
「
全
く
考
え
ら
れ
な
い
」
た
め
、「
祖
国
と
の
実
質
的
一
体
化
を
図
る
」
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
っ
た
の
で
あ
る）（（
（
。
　
同
党
が
言
う
に
は
、「
祖
国
と
切
り
離
さ
れ
て
、
現
在
わ
れ
わ
れ
が
特
に
著
し
く
不
便
不
自
由
を
し
て
い
る
点
」
は
、
第
一
に
米
軍
の
布
告
・
布
令
な
ど
に
よ
っ
て
「
満
足
な
自
治
が
で
き
な
い
」
こ
と
、
第
二
に
法
域
を
異
に
す
る
た
め
「
本
土
と
の
往
来
や
交
易
が
ス
ム
ー
ズ
に
ゆ
か
な
い
」
こ
と
、
そ
し
て
第
三
に
「
本
土
政
府
の
庇
護
や
援
助
を
受
け
る
の
に
種
々
の
不
便
不
自
由
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
三
つ
の
障
壁
」
を
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
沖
縄
の
三
者
間
の
信
頼
と
理
解
を
深
め
て
い
く
な
か
で
、
一
つ
一
つ
取
り
除
い
て
い
く
と
い
う
の
が
同
党
の
主
張
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、「
祖
国
と
の
つ
な
が
り
に
お
い
て
、
東
京
都
民
や
鹿
児
島
県
民
と
何
ら
異
な
る
と
こ
ろ
の
な
い
国
民
生
活
が
で
き
て
、
実
質
的
に
4
4
4
4
祖
国
と
一
体
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
」（
傍
点
は
平
良
）
沖
縄
政
治
に
お
け
る
「
保
守
」
と
「
革
新
」（
平
良
）
六
九
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
こ
の
両
者
の
態
度
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
日
本
復
帰
と
い
う
目
標
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
両
者
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
比
較
す
る
と
、
住
民
に
訴
え
る
力
と
し
て
は
や
は
り
大
衆
運
動
を
強
力
に
推
進
し
た
革
新
陣
営
の
ほ
う
が
強
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
一
九
六
八
年
の
主
席
選
挙
で
革
新
陣
営
の
推
す
屋
良
朝
苗
が
勝
利
し
た
こ
と
に
つ
い
て
日
本
政
府
沖
縄
事
務
所
は
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
分
析
を
し
て
い
る）（（
（
。「
さ
ま
ざ
ま
の
要
因
を
押
さ
え
て
、
屋
良
政
権
を
誕
生
さ
せ
た
も
の
は
、（
中
略
）
二
三
年
に
わ
た
る
異
民
族
支
配
へ
の
拒
絶
反
応
、
言
葉
を
か
え
て
い
え
ば
、
祖
国
復
帰
の
熱
願
で
あ
り
、
祖
国
復
帰
に
取
り
組
む
政
治
姿
勢
の
い
か
ん
で
あ
っ
た
」。
つ
ま
り
同
事
務
所
は
、
対
日
平
和
条
約
の
発
効
後
一
貫
し
て
沖
縄
の
日
本
復
帰
運
動
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
屋
良
が
当
選
す
る
の
は
「
自
然
の
成
行
き
」
で
あ
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
「
祖
国
復
帰
に
取
り
組
む
政
治
姿
勢
の
い
か
ん
」
が
主
席
選
挙
の
勝
敗
を
分
け
た
、
と
い
う
の
が
同
事
務
所
の
分
析
で
あ
っ
た
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
か
ら
復
帰
の
具
体
的
な
中
身
を
め
ぐ
っ
て
保
革
の
あ
い
だ
で
対
立
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
在
沖
米
軍
基
地
に
対
し
て
ど
う
い
う
ス
タ
ン
ス
に
立
つ
の
か
、
ま
た
そ
の
米
軍
基
地
の
根
拠
と
な
り
う
る
日
米
安
保
条
約
に
対
し
て
い
か
な
る
態
度
を
示
す
の
か
、
さ
ら
に
は
日
本
復
帰
後
の
生
活
や
経
済
を
ど
う
考
え
る
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
が
前
面
に
浮
上
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
対
す
る
沖
縄
自
民
党
の
態
度
は
、
日
米
安
保
条
約
を
支
持
し
、
そ
の
安
保
条
約
の
適
用
下
に
在
沖
米
軍
基
地
を
置
く
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た）（（
（
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
に
安
保
や
基
地
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
は
い
る
も
の
の
、
同
党
が
重
視
す
る
の
は
や
は
り
生
活
や
経
済
の
問
題
で
あ
り
、
復
帰
後
は
「
本
土
と
沖
縄
が
緊
密
に
連
携
し
、
施
政
権
分
離
に
よ
っ
て
生
じ
た
あ
ら
ゆ
る
面
の
格
差
を
是
正
す
る
と
と
も
に
、
国
の
適
切
な
る
施
策
に
よ
っ
て
沖
縄
の
総
合
開
発
計
画
を
具
体
的
に
推
進
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
る）（（
（
。
こ
う
し
た
生
活
・
経
済
重
視
の
保
守
陣
営
に
対
し
、
革
新
陣
営
は
「
反
戦
平
和
」
の
考
え
を
前
面
に
持
ち
出
し
た
上
で
、
安
保
条
約
の
廃
棄
と
法
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米
軍
基
地
の
撤
去
を
主
張
す
る
こ
と
に
な
る）（（
（
。
か
く
し
て
、
こ
の
復
帰
の
内
実
を
め
ぐ
る
政
策
論
争
の
な
か
で
、
保
守
勢
力
は
「
経
済
問
題
」
重
視
、
一
方
の
革
新
勢
力
は
「
基
地
問
題
」
重
視
と
い
う
か
た
ち
で
、
両
者
の
特
徴
と
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。
　
し
か
し
、
こ
の
「
経
済
」
と
「
基
地
」
に
関
す
る
両
者
の
政
策
を
詳
し
く
み
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
両
者
の
あ
い
だ
で
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
同
じ
方
向
性
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
基
地
を
全
面
的
に
撤
去
す
る
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、
米
軍
基
地
の
整
理
縮
小
を
め
ざ
す
と
い
う
点
で
は
保
革
と
も
に
一
致
し
て
お
り
、
ま
た
基
地
経
済
か
ら
の
脱
却
を
図
る
と
い
う
点
で
も
両
者
の
あ
い
だ
に
違
い
は
な
か
っ
た）（（
（
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
基
地
の
整
理
縮
小
や
経
済
振
興
と
い
っ
た
地
域
レ
ベ
ル
の
問
題
で
は
、
両
者
の
あ
い
だ
で
本
質
的
な
違
い
は
な
く
、
た
だ
そ
の
力
点
の
置
き
ど
こ
ろ
が
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
（
（
）
保
革
対
立
と
“
中
道
性
”
　
以
上
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
沖
縄
政
治
の
特
質
の
一
つ
は
、
そ
の
政
党
間
の
政
策
距
離
が
近
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
“
中
道
性
”
と
い
う
も
の
に
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
、
保
革
対
立
の
政
治
空
間
の
な
か
に
あ
っ
て
も
、
両
勢
力
が
と
き
に
超
党
派
で
行
動
し
た
り
、
あ
る
い
は
同
じ
方
向
性
を
も
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
こ
の
“
中
道
性
”
と
い
う
も
の
が
土
台
に
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
筆
者
の
見
解
で
あ
る
。
し
か
も
保
革
対
立
の
枠
組
み
が
入
っ
て
く
る
前
の
一
九
五
〇
年
代
を
考
え
る
と
、
各
政
党
間
の
政
策
距
離
は
よ
り
近
い
も
の
が
あ
り
、
た
と
え
ば
民
主
党
と
社
大
党
を
合
同
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
が
こ
の
時
期
そ
れ
ぞ
れ
の
党
内
か
ら
何
度
も
わ
き
上
が
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
政
策
距
離
の
近
さ
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
）
（（
（
。
ま
た
、
両
党
だ
け
で
な
く
人
民
党
も
一
緒
に
な
っ
て
前
出
の
「
島
ぐ
る
み
」
闘
争
を
や
っ
て
の
け
た
の
も
、
こ
の
政
策
距
離
の
短
さ
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。
　
さ
ら
に
、
そ
の
“
中
道
性
”
の
奥
に
何
が
あ
る
の
か
を
考
え
て
み
れ
ば
、
そ
こ
に
は
各
党
と
も
に
「
沖
縄
の
た
め
」、
す
な
わ
ち
沖
縄
沖
縄
政
治
に
お
け
る
「
保
守
」
と
「
革
新
」（
平
良
）
七
一
と
い
う
地
域
利
益
を
何
よ
り
も
優
先
的
に
考
え
る
態
度
が
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
沖
縄
の
抱
え
る
課
題
は
米
軍
統
治
時
代
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
あ
り
、
そ
の
一
つ
は
米
軍
統
治
体
制
の
打
破
す
な
わ
ち
日
本
国
へ
の
復
帰
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
が
米
軍
統
治
下
に
あ
っ
て
も
住
民
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
沖
縄
の
経
済
振
興
を
図
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
前
者
の
課
題
に
よ
り
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
の
が
革
新
陣
営
で
あ
り
、
後
者
の
課
題
に
よ
り
関
心
を
示
し
た
の
が
保
守
陣
営
で
あ
っ
た
。
ま
た
日
本
復
帰
後
の
課
題
も
大
き
く
分
け
て
二
つ
あ
り
、
そ
の
一
つ
が
米
軍
基
地
の
問
題
、
い
ま
一
つ
が
本
土
と
の
格
差
是
正
や
経
済
振
興
の
問
題
で
あ
る
。
前
者
の
課
題
に
よ
り
深
く
関
心
を
注
い
だ
の
は
革
新
陣
営
で
あ
り
、
後
者
の
課
題
に
よ
り
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
の
が
保
守
陣
営
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
沖
縄
の
革
新
勢
力
が
本
土
の
そ
れ
と
は
異
な
り
今
日
に
至
る
ま
で
住
民
か
ら
支
持
を
得
て
、
力
を
維
持
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
に
米
軍
統
治
時
代
は
そ
の
外
国
支
配
体
制
か
ら
の
脱
却
を
、
そ
し
て
日
本
復
帰
後
は
米
軍
基
地
問
題
を
み
ず
か
ら
の
課
題
と
し
、
そ
れ
に
正
面
か
ら
取
り
組
ん
だ
か
ら
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
も
、
沖
縄
戦
と
い
う
熾
烈
極
ま
る
地
上
戦
を
経
験
し
た
沖
縄
に
お
い
て
は
、
革
新
勢
力
の
唱
え
る
「
反
戦
平
和
」
の
思
想
は
現
実
的
な
重
み
を
も
っ
て
住
民
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る）（（
（
。
　
以
上
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
沖
縄
の
抱
え
る
現
実
的
な
課
題
を
保
革
そ
れ
ぞ
れ
が
分
担
し
て
引
き
受
け
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
保
革
の
関
係
に
つ
い
て
沖
縄
選
出
の
元
衆
議
院
議
員
嘉
数
知
賢
（
自
民
党
）
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
保
守
が
基
地
の
段
階
的
整
理
縮
小
を
求
め
て
き
た
の
に
対
し
、
革
新
側
は
即
時
返
還
と
い
う
主
張
だ
っ
た
。
た
だ
、『
基
地
を
減
ら
す
』
と
い
う
根
本
的
な
部
分
で
は
共
通
す
る
面
も
あ
っ
た
。
保
守
は
、
沖
縄
を
〔
経
済
的
に
〕
発
展
さ
せ
る
た
め
に
国
の
力
を
借
り
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
現
実
路
線
に
立
つ
一
方
で
、
基
地
に
起
因
す
る
事
件
事
故
に
は
厳
然
と
抗
議
し
て
き
た
。〔
一
方
、
基
地
に
対
す
る
〕
革
新
側
の
強
い
反
発
が
政
府
に
『
沖
縄
を
放
っ
て
お
い
て
は
い
け
な
い
』
と
い
う
意
識
を
持
た
せ
、
顔
を
向
け
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
た
。
対
政
府
と
い
う
視
点
で
見
た
場
合
、
一
定
の
歩
調
を
合
わ
せ
て
問
題
解
決
に
取
り
組
み
、
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
沖
縄
を
発
展
さ
せ
て
き
た
と
い
う
側
面
も
あ
る
。
結
果
に
お
い
て
、
保
革
対
立
が
相
乗
効
果
を
果
た
し
て
き
た
部
分
が
あ
る）（（
（
」。
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こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
沖
縄
政
治
を
特
徴
づ
け
る
も
の
は
何
と
言
っ
て
も
保
革
の
対
立
で
あ
る
が
、
そ
の
保
革
の
政
策
距
離
は
意
外
と
短
く
、
そ
れ
ゆ
え
沖
縄
政
治
の
根
底
に
は
“
中
道
性
”
と
い
う
も
の
が
横
た
わ
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う）（（
（
。
少
し
言
葉
を
換
え
て
言
え
ば
、
基
地
と
そ
の
根
拠
に
な
っ
て
い
る
日
米
安
保
条
約
の
是
非
と
い
う
国
家
レ
ベ
ル
の
問
題
が
沖
縄
に
は
存
在
す
る
た
め
、
ど
う
し
て
も
国
政
レ
ベ
ル
に
お
け
る
保
革
対
立
の
政
治
の
あ
り
よ
う
が
流
れ
込
ん
で
く
る
側
面
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
一
方
で
沖
縄
は
一
地
方
と
い
う
側
面
も
も
っ
て
い
る
た
め
に
、
他
の
都
道
府
県
と
同
じ
よ
う
に
政
治
勢
力
間
の
政
策
距
離
が
接
近
し
て
く
る
と
い
う
側
面
も
持
ち
あ
わ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
政
レ
ベ
ル
と
地
方
政
治
レ
ベ
ル
の
両
方
の
特
徴
を
あ
わ
せ
も
っ
て
い
る
こ
と
が
、
沖
縄
政
治
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
五
、
お
わ
り
に
　「
保
守
」「
革
新
」
と
い
う
言
葉
が
冷
戦
時
代
の
産
物
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
冷
戦
が
終
わ
っ
た
あ
と
の
沖
縄
政
治
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
土
に
お
い
て
は
保
革
の
枠
組
み
自
体
が
消
滅
し
、
一
方
の
当
事
者
で
あ
っ
た
革
新
勢
力
が
力
を
失
い
、
い
ま
で
は
政
治
全
体
の
“
保
守
化
”
が
進
ん
で
い
る
と
い
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
沖
縄
で
は
、
保
革
の
枠
組
み
自
体
が
存
続
し
、
し
か
も
両
者
の
政
策
距
離
は
よ
り
接
近
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
る）（（
（
。
　
日
本
復
帰
以
後
、
政
府
と
連
携
し
て
経
済
振
興
に
力
を
注
い
だ
沖
縄
で
は
、
米
軍
基
地
へ
の
依
存
度
も
減
少
し
て
き
て
お
り
、
復
帰
時
に
は
県
民
総
所
得
の
実
に
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
基
地
関
連
収
入
も
、
い
ま
で
は
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
低
下
し
て
き
て
い
る
。
し
か
も
、
基
地
へ
の
依
存
度
が
減
っ
て
き
て
い
る
ば
か
り
か
、
い
ま
で
は
そ
の
基
地
が
経
済
発
展
の
「
阻
害
要
因
」
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
が
広
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
米
軍
基
地
の
跡
地
で
あ
る
那
覇
市
の
新
都
心
地
区
は
、
返
還
前
と
比
べ
て
そ
の
直
接
的
沖
縄
政
治
に
お
け
る
「
保
守
」
と
「
革
新
」（
平
良
）
七
三
経
済
効
果
は
三
二
倍
に
の
ぼ
り
、
さ
ら
に
雇
用
者
数
に
至
っ
て
は
実
に
九
三
倍
に
も
な
っ
て
い
る）（（
（
。
か
く
し
て
、
こ
れ
ま
で
経
済
を
重
視
し
て
き
た
保
守
陣
営
も
基
地
返
還
を
よ
り
現
実
的
な
課
題
と
し
て
視
野
に
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
方
の
基
地
問
題
を
重
視
し
て
き
た
革
新
陣
営
も
返
還
後
の
基
地
問
題
を
具
体
的
に
見
据
え
る
と
い
う
か
た
ち
で
、
両
者
の
距
離
は
よ
り
接
近
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
沖
縄
の
「
現
実
」
が
「
基
地
も
な
い
、
平
和
で
、
豊
か
な
沖
縄
県
」
と
い
う
「
理
想
」
に
近
づ
い
て
い
け
ば
い
く
ほ
ど
、
そ
の
「
理
想
」
を
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
で
求
め
続
け
て
き
た
両
者
が
と
も
に
接
近
し
て
く
る
の
は
、
あ
る
意
味
で
は
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
　
そ
し
て
さ
ら
に
二
〇
一
〇
年
代
に
入
る
と
、
接
近
し
て
い
た
両
者
が
実
際
に
手
を
結
び
、
い
わ
ば
超
党
派
の
動
き
ま
で
み
せ
る
の
で
あ
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
保
革
の
あ
い
だ
で
具
体
的
な
争
点
に
な
っ
て
い
た
も
の
は
、
普
天
間
基
地
の
名
護
市
辺
野
古
へ
の
移
設
を
容
認
す
る
の
か
否
か
と
い
う
一
点
の
み
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
〇
年
に
入
っ
て
保
守
陣
営
も
「
移
設
反
対
」
の
方
向
に
舵
を
切
っ
た
こ
と
か
ら
、
保
革
が
連
携
し
え
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
こ
の
流
れ
の
中
か
ら
誕
生
し
た
の
が
、
二
〇
一
四
年
の
翁
長
（
雄
志
）
県
政
で
あ
り
、
そ
の
翁
長
県
政
が
辺
野
古
移
設
を
め
ぐ
っ
て
政
府
と
今
日
に
至
る
ま
で
対
峙
し
て
い
る
の
で
あ
る）（（
（
。
【
付
記
】
指
導
教
授
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
河
野
康
子
先
生
に
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
き
ご
指
導
の
ほ
ど
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
（
1
）　
国
政
レ
ベ
ル
だ
け
で
は
な
く
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
も
、
保
守
勢
力
は
強
か
っ
た
。
都
道
府
県
レ
ベ
ル
の
政
治
に
つ
い
て
は
、
曽
我
謙
悟
、
待
鳥
聡
史
『
日
本
の
地
方
政
治
─
二
元
代
表
制
政
府
の
政
策
選
択
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
を
参
照
の
こ
と
。
（
（
）　
沖
縄
県
と
同
様
に
保
革
が
交
互
に
県
政
を
担
当
し
て
い
た
県
と
し
て
、
福
岡
県
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
福
岡
県
も
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
他
の
多
く
の
都
道
府
県
と
同
じ
よ
う
に
知
事
選
挙
は
保
革
相
乗
り
と
な
っ
て
い
く
。
右
同
、
一
〇
八
頁
。
（
（
）　
本
稿
の
表
一
か
ら
表
四
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
八
年
版
『
選
挙
管
理
委
員
会
年
報
』
沖
縄
県
選
挙
管
理
委
員
会
を
参
照
し
て
筆
者
が
作
成
し
た
。
（
（
）　
二
〇
一
〇
年
の
知
事
選
挙
で
は
現
職
の
仲
井
眞
弘
多
も
普
天
間
基
地
の
県
内
移
設
に
「
反
対
」
の
態
度
を
と
り
、
こ
れ
ま
で
の
保
革
の
対
立
軸
が
な
く
な
法
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る
こ
と
に
な
る
。
も
し
仲
井
眞
が
従
来
通
り
移
設
「
容
認
」
の
態
度
を
と
っ
て
い
れ
ば
、
当
時
の
状
況
か
ら
考
え
る
と
選
挙
で
負
け
て
い
た
可
能
性
も
十
分
に
あ
っ
た
と
筆
者
は
考
え
る
。
（
5
）　
こ
の
選
挙
で
は
共
産
党
の
候
補
者
（
赤
嶺
政
賢
）
が
小
選
挙
区
で
自
民
党
の
候
補
者
な
ど
を
破
り
勝
利
し
て
い
る
。
ま
た
二
〇
一
七
年
一
〇
月
の
衆
議
院
選
挙
で
も
、
本
土
の
状
況
と
は
異
な
っ
て
沖
縄
で
は
社
民
党
の
候
補
者
（
照
屋
寛
徳
）
と
共
産
党
の
候
補
者
（
赤
嶺
政
賢
）
が
そ
れ
ぞ
れ
小
選
挙
区
で
勝
利
し
て
い
る
。
二
〇
一
四
年
の
選
挙
で
は
小
選
挙
区
で
敗
北
し
た
自
民
党
の
候
補
者
四
名
が
比
例
代
表
で
当
選
し
、
続
く
二
〇
一
七
年
の
選
挙
で
は
小
選
挙
区
で
敗
北
し
た
自
民
党
の
候
補
者
一
人
が
比
例
代
表
で
当
選
し
て
い
る
。
（
6
）　
超
党
派
の
大
会
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
に
、
一
九
九
五
年
一
〇
月
二
一
日
に
開
催
さ
れ
た
「
米
軍
人
に
よ
る
少
女
乱
暴
事
件
を
糾
弾
し
日
米
地
位
協
定
の
見
直
し
を
要
求
す
る
県
民
総
決
起
大
会
」
や
、
二
〇
一
〇
年
四
月
二
五
日
に
開
催
さ
れ
た
「
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
早
期
閉
鎖
・
返
還
と
県
内
移
設
に
反
対
し
国
外
・
県
外
移
設
を
求
め
る
県
民
大
会
」
が
あ
る
。
ま
た
、
沖
縄
戦
認
識
を
め
ぐ
る
問
題
で
も
超
党
派
の
対
応
が
み
ら
れ
、
た
と
え
ば
二
〇
〇
七
年
九
月
二
九
日
に
開
催
さ
れ
た
「
教
科
書
検
定
意
見
撤
回
を
求
め
る
県
民
大
会
」
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
（
7
）　
本
稿
で
は
沖
縄
戦
後
史
研
究
で
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
事
柄
に
つ
い
て
は
、
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
に
、
出
典
な
ど
を
脚
注
で
挙
げ
て
い
な
い
。
（
8
）　
沖
縄
に
お
け
る
保
革
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
は
、
櫻
澤
誠
『
沖
縄
の
復
帰
運
動
と
保
革
対
立
─
沖
縄
地
域
社
会
の
変
容
』
有
志
舎
、
二
〇
一
二
年
を
参
照
の
こ
と
。
（
9
）　
表
五
に
つ
い
て
は
、『
沖
縄
県
議
会
史
　
第
二
十
二
巻
　
資
料
編
一
九
　
議
員
名
鑑
』
沖
縄
県
議
会
事
務
局
、
二
〇
〇
七
年
と
櫻
澤
誠
『
沖
縄
現
代
史
─
米
国
統
治
、
本
土
復
帰
か
ら
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
ま
で
』
中
公
新
書
、
二
〇
一
五
年
を
参
照
し
て
筆
者
が
作
成
。
（
10
）　
自
由
民
主
党
沖
縄
県
連
史
編
纂
委
員
会
編
『
戦
後
六
十
年
沖
縄
の
政
情
─
自
由
民
主
党
沖
縄
県
連
史
』
自
由
民
主
党
沖
縄
県
支
部
連
合
会
、
二
〇
〇
五
年
、
二
二
頁
。
な
お
、
沖
縄
保
守
勢
力
に
関
す
る
最
新
の
研
究
と
し
て
、
櫻
澤
誠
『
沖
縄
保
守
勢
力
と
「
島
ぐ
る
み
」
の
系
譜
─
政
治
結
合
・
基
地
認
識
・
経
済
構
想
』
有
志
舎
、
二
〇
一
六
年
が
あ
る
。
ま
た
、
沖
縄
の
保
守
と
は
何
か
を
考
え
る
上
で
、
河
野
康
子
・
平
良
好
利
編
『
対
話
　
沖
縄
の
戦
後
─
政
治
・
歴
史
・
思
考
』
吉
田
書
店
、
二
〇
一
七
年
が
参
考
に
な
る
。
（
11
）　
鳥
山
淳
『
沖
縄
　
基
地
社
会
の
起
源
と
相
克
一
九
四
五
‐
一
九
五
六
』
勁
草
書
房
、
二
〇
一
三
年
、
二
一
六
頁
。
（
1（
）　
島
ぐ
る
み
闘
争
に
つ
い
て
は
、
平
良
好
利
『
戦
後
沖
縄
と
米
軍
基
地
─
「
受
容
」
と
「
拒
絶
」
の
は
ざ
ま
で
一
九
四
五
～
一
九
七
二
年
』
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
二
年
を
参
照
の
こ
と
。
（
1（
）　
大
田
政
作
『
想
い
出
を
随
筆
に
の
せ
て
』
非
売
品
、
一
九
七
〇
年
。
（
1（
）　
六
〇
年
代
の
沖
縄
自
民
党
に
つ
い
て
は
、
鳥
山
淳
「
占
領
と
現
実
主
義
」
鳥
山
淳
編
『
沖
縄
・
問
い
を
立
て
る
5
　
イ
モ
と
ハ
ダ
シ
』
社
会
評
論
社
、
二
〇
〇
九
年
、
同
「
占
領
下
沖
縄
に
お
け
る
成
長
と
壊
滅
の
淵
」
大
門
正
克
他
編
『
高
度
成
長
の
時
代
（
　
成
長
と
冷
戦
へ
の
問
い
』
大
月
書
店
、
二
〇
一
一
年
沖
縄
政
治
に
お
け
る
「
保
守
」
と
「
革
新
」（
平
良
）
七
五
も
参
照
の
こ
と
。
（
15
）　
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
時
代
の
沖
縄
を
め
ぐ
る
日
米
関
係
に
つ
い
て
は
、
河
野
康
子
「
池
田
・
ケ
ネ
デ
ィ
会
談
再
考
─
国
旗
掲
揚
と
施
政
権
返
還
要
求
の
凍
結
」
『
法
学
志
林
』
第
一
一
一
巻
第
二
号
、
二
〇
一
三
年
、
同
「
池
田
内
閣
期
の
沖
縄
問
題
─
国
連
に
お
け
る
植
民
地
主
義
批
判
と
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
沖
縄
新
政
策
を
中
心
に
」（
一
）（
二
・
完
）『
法
学
志
林
』
第
一
一
一
巻
第
四
号
、
第
一
一
四
巻
第
四
号
、
二
〇
一
四
～
二
〇
一
七
年
。
（
16
）　
前
掲
『
戦
後
六
十
年
沖
縄
の
政
情
』
九
三
頁
。
（
17
）　
沖
縄
社
会
大
衆
党
史
編
纂
委
員
会
編
『
沖
縄
社
会
大
衆
党
史
』
沖
縄
社
会
大
衆
党
、
一
九
八
一
年
、
二
一
五
頁
。
（
18
）　
右
同
、
二
八
頁
。
（
19
）　
屋
良
が
戦
後
の
表
舞
台
に
登
場
す
る
の
は
、
一
九
五
〇
年
に
沖
縄
群
島
政
府
知
事
と
な
っ
た
平
良
辰
雄
に
見
出
さ
れ
て
同
政
府
文
教
部
長
に
抜
擢
さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。
一
九
五
二
年
に
同
政
府
が
廃
止
に
な
る
と
、
屋
良
は
野
に
下
っ
て
沖
縄
教
職
員
会
の
会
長
と
な
り
、
校
舎
復
興
運
動
や
日
本
復
帰
運
動
を
先
頭
に
立
っ
て
進
め
る
こ
と
に
な
る
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
と
ら
わ
れ
ず
、
何
よ
り
も
日
本
復
帰
を
優
先
し
た
と
い
う
点
で
は
社
大
党
と
同
じ
ス
タ
ン
ス
で
あ
り
、
ま
た
安
保
や
基
地
へ
の
態
度
に
関
し
て
も
社
大
党
と
同
じ
く
「
安
保
廃
棄
」・「
基
地
撤
去
」
で
は
な
く
、「
安
保
反
対
」・「
基
地
反
対
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
に
立
っ
て
行
動
し
た
。
な
お
、
屋
良
に
関
す
る
最
新
の
研
究
と
し
て
、
小
松
寛
『
日
本
復
帰
と
反
復
帰
─
戦
後
沖
縄
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
展
開
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
五
年
が
あ
る
。
（
（0
）　
当
山
正
喜
『
沖
縄
戦
後
史
　
政
治
の
舞
台
裏
』
あ
き
書
房
、
一
九
八
七
年
、
二
四
一
～
二
五
〇
頁
。
（
（1
）　
平
良
好
利
「
沖
縄
復
帰
運
動
の
政
治
的
動
態
─
復
帰
協
を
中
心
と
し
て
」『
国
際
関
係
学
研
究
』
一
五
号
、
二
〇
〇
二
年
。
（
（（
）　
吉
元
政
矩
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
一
九
九
八
年
九
月
八
日
。
平
良
「
沖
縄
復
帰
運
動
の
政
治
的
動
態
」。
（
（（
）　
対
日
平
和
条
約
第
三
条
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
に
つ
い
て
は
、
河
野
康
子
『
沖
縄
返
還
を
め
ぐ
る
政
治
と
外
交
─
日
米
関
係
史
の
文
脈
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
を
参
照
の
こ
と
。
（
（（
）　
原
彬
久
『
戦
後
史
の
な
か
の
日
本
社
会
党
─
そ
の
理
想
主
義
と
は
何
だ
っ
た
の
か
』
中
公
新
書
、
二
〇
〇
〇
年
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
国
政
レ
ベ
ル
で
の
こ
と
で
あ
り
、
各
都
道
府
県
レ
ベ
ル
の
地
方
政
治
を
み
た
場
合
、
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
側
面
も
強
く
み
ら
れ
る
。
た
だ
、
米
軍
統
治
時
代
の
沖
縄
は
本
土
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
琉
球
政
府
と
い
う
独
自
の
中
央
政
府
を
も
ち
、
ま
た
本
土
と
は
異
な
る
政
治
環
境
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
あ
る
意
味
で
は
“
一
国
”
的
な
性
格
も
有
し
て
い
た
と
い
え
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
本
土
の
中
央
政
治
と
沖
縄
政
治
の
比
較
も
可
能
だ
と
考
え
る
。
（
（5
）　
前
掲
『
沖
縄
社
会
大
衆
党
史
』
二
三
一
頁
。
（
（6
）　
吉
元
政
矩
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
一
九
九
八
年
九
月
八
日
。
平
良
「
沖
縄
復
帰
運
動
の
政
治
的
動
態
」。
（
（7
）　
前
掲
『
戦
後
六
十
年
沖
縄
の
政
情
』
八
八
～
八
九
頁
。
な
お
、
沖
縄
自
民
党
の
前
身
で
あ
る
琉
球
民
主
党
は
一
九
五
四
年
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
、
日
本
復
法
学
志
林
　
第
一
一
五
巻
　
第
一
・
二
号
合
併
号
七
六
帰
を
党
の
綱
領
か
ら
削
除
し
、
し
か
も
日
本
復
帰
運
動
を
「
住
民
を
扇
動
」
す
る
も
の
だ
と
し
て
こ
れ
に
否
定
的
な
態
度
を
と
っ
て
い
た
（
鳥
山
『
沖
縄
　
基
地
社
会
の
起
源
と
相
克
』
二
一
八
頁
）。
（
（8
）　
沖
縄
自
由
民
主
党
『
祖
国
へ
の
道
』
同
党
事
務
局
、
一
九
六
〇
年
（U
9000600（B
）
沖
縄
公
文
書
館
。
（
（9
）　「
一
一
月
選
挙
後
の
沖
縄
政
策
（
未
定
稿
）」
日
本
政
府
沖
縄
事
務
所
、
一
九
六
八
年
一
二
月
、「
沖
縄
住
民
の
権
利
拡
大
（
琉
球
行
政
主
席
の
公
選
）
（
Ⅱ
）」（01（0
─（001
─0（558,CD
-R
H
（（
─009
）
外
交
史
料
館
。
以
下
の
引
用
は
同
資
料
よ
り
。
（
（0
）　
同
党
の
こ
の
姿
勢
は
一
九
六
〇
年
の
結
成
の
際
か
ら
一
貫
し
て
い
た
。
前
掲
資
料
『
祖
国
へ
の
道
』。
（
（1
）　
前
掲
『
戦
後
六
十
年
沖
縄
の
政
情
』
二
一
八
頁
。
（
（（
）　
米
軍
基
地
の
「
撤
去
」
か
「
反
対
」
か
を
め
ぐ
る
復
帰
協
内
部
の
論
争
に
つ
い
て
は
、
平
良
『
戦
後
沖
縄
と
米
軍
基
地
』
を
参
照
の
こ
と
。
（
（（
）　
平
良
好
利
「
地
域
と
安
全
保
障
─
沖
縄
の
基
地
問
題
を
事
例
と
し
て
」『
地
域
総
合
研
究
』
第
八
号
、
二
〇
一
五
年
。
（
（（
）　
当
山
『
沖
縄
戦
後
史
』、
櫻
澤
『
沖
縄
の
保
守
勢
力
と
「
島
ぐ
る
み
」
の
系
譜
』。
な
お
、
社
大
党
を
離
党
し
て
民
主
党
に
移
っ
た
者
も
多
く
い
る
が
、
そ
れ
は
民
主
党
が
社
大
党
を
離
党
し
た
者
の
受
け
皿
に
な
り
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
櫻
澤
は
、
社
大
党
が
「
明
確
に
革
新
主
義
的
な
方
向
性
」
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
、
比
嘉
ら
が
同
党
か
ら
離
れ
て
民
主
党
を
つ
く
っ
た
一
つ
の
要
因
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
と
同
時
に
、
一
九
五
九
年
の
沖
縄
自
民
党
の
結
成
は
「
一
九
五
〇
年
の
沖
縄
群
島
知
事
選
挙
以
来
の
社
大
党
に
お
け
る
政
党
存
立
理
念
を
め
ぐ
る
路
線
対
立
の
帰
結
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
（
同
上
、
第
一
章
）。
櫻
澤
が
い
う
よ
う
に
、
社
大
党
と
民
主
党
（
沖
縄
自
民
党
）
の
性
格
の
違
い
や
、
そ
の
こ
と
に
よ
る
両
者
の
分
岐
や
対
立
を
指
摘
し
て
保
革
の
形
成
過
程
を
考
察
す
る
こ
と
は
重
要
だ
と
考
え
る
が
、
筆
者
は
そ
れ
に
加
え
、
こ
の
時
期
の
両
者
の
政
党
間
距
離
が
近
か
っ
た
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
（
（5
）　
た
と
え
ば
、
自
民
党
沖
縄
県
連
会
長
や
県
議
会
議
長
な
ど
を
歴
任
し
た
志
村
恵
は
、
こ
の
「
反
戦
平
和
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
革
新
側
の
「
専
売
特
許
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
苦
々
し
く
思
っ
て
お
り
、
み
ず
か
ら
の
選
挙
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
も
「
反
戦
平
和
」
を
掲
げ
、
ま
た
後
援
会
事
務
所
の
壁
に
も
そ
れ
を
大
き
く
掲
げ
て
い
た
こ
と
を
回
顧
録
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
志
村
恵
『
志
村
恵
回
想
録
─
戦
後
復
興
ひ
と
す
じ
』
非
売
品
、
一
九
九
八
年
、
三
四
一
頁
。
（
（6
）　『
琉
球
新
報
』
二
〇
一
四
年
一
〇
月
一
九
日
付
。
（
（7
）　
沖
縄
政
治
を
「
保
革
対
立
」
の
側
面
を
重
視
し
て
考
え
る
論
者
も
お
り
、
逆
に
「
超
党
派
」
の
側
面
を
重
視
し
て
考
え
る
論
者
も
い
る
が
、
こ
れ
ら
二
つ
の
事
象
は
対
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
“
中
道
性
”
と
い
う
も
の
を
根
底
に
置
い
て
沖
縄
政
治
を
考
え
る
と
、
そ
れ
ら
を
相
対
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
ま
た
、
そ
の
“
中
道
性
”
と
い
う
も
の
は
沖
縄
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
地
方
政
治
で
は
よ
く
み
ら
れ
る
も
の
で
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
沖
縄
政
治
を
考
察
す
る
際
、
多
く
は
「
本
土
と
沖
縄
」
あ
る
い
は
「
本
土
政
府
と
沖
縄
県
」
と
い
う
関
係
か
ら
み
て
い
た
が
、
今
後
は
そ
れ
に
加
え
て
、
沖
縄
の
地
方
性
と
い
う
も
の
に
も
注
目
し
て
、
他
の
都
道
府
県
と
の
比
較
の
な
か
で
沖
縄
政
治
を
み
て
い
く
必
要
も
あ
る
と
考
え
る
。
沖
縄
政
治
に
お
け
る
「
保
守
」
と
「
革
新
」（
平
良
）
七
七
（
（8
）　
平
良
好
利
「
沖
縄
と
本
土
の
溝
─
政
治
空
間
の
変
遷
と
歴
史
認
識
」
五
百
旗
頭
薫
・
小
宮
一
夫
・
細
谷
雄
一
・
宮
城
大
蔵
・
東
京
財
団
政
治
外
交
検
証
研
究
会
編
『
戦
後
日
本
の
歴
史
認
識
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
七
年
、
平
良
「
地
域
と
安
全
保
障
」。
な
お
、
現
実
政
治
で
は
保
革
は
接
近
し
て
い
く
が
、
一
方
の
言
説
空
間
で
は
両
者
の
距
離
は
広
が
っ
て
い
る
面
も
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
秋
山
道
宏
「
琉
球
独
立
論
を
考
え
る
─
左
右
か
ら
の
歴
史
修
正
主
義
に
抗
し
て
」『
唯
物
論
』
第
九
〇
号
、
二
〇
一
六
年
。
（
（9
）　
沖
縄
県
「
駐
留
軍
用
地
跡
地
利
用
に
伴
う
経
済
波
及
効
果
等
に
関
す
る
検
討
結
果
」
二
〇
一
五
年
一
月
三
〇
日
。
（
（0
）　
平
良
「
地
域
と
安
全
保
障
」、
平
良
「
沖
縄
と
本
土
の
溝
」
を
参
照
の
こ
と
。
な
お
、
自
民
党
沖
縄
県
連
は
再
び
「
移
設
容
認
」
に
態
度
を
変
更
す
る
が
、
国
政
選
挙
で
は
翁
長
を
支
持
す
る
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
勢
力
に
敗
れ
続
け
て
い
る
。
